



































   
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
新
入
生
歓
迎
会 
二
〇
一
九
年
一
〇
-一
二
月 
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
中
間
発
表
会
（
木
曜
日
三
・
四
限
「
哲
学
討
論
」
に
て
順
次
開
催
） 
 
卒
業
論
文 
阿
部 
道
久
「
ク
リ
プ
キ
の
懐
疑
論
へ
の
批
判
と
「
規
則
に
従
う
こ
と
」
に
つ
い
て
」 
上
野
凛
太
郎
「
ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
に
お
け
る
「
自
由
人
」
の
行
為
の
必
然
性
に
つ
い
て
」 
江
良 
 
樹
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
魂
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
感
覚
論
」 
小
松 
涼
夏
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
感
覚
論
『
感
覚
と
感
覚
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
』
の
役
割
」 
須
貝 
長
熙
「
原
因
・
原
理
と
し
て
の
実
体
に
つ
い
て
│
│
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
形
而
上
学
』Z17
の
理
解
を
通
し
て
│
│
」 
田
中
う
ら
ら
「
真
理
探
究
の
発
端
で
あ
る
想
像
力
」 
子
川
松
之
助
「
反
レ
イ
シ
ズ
ム
実
践
が
社
会
に
も
た
ら
す
効
果
に
関
す
る
一
考
察
」 
蓮
池
み
ゆ
き
「
言
語
の
性
質
と
思
考
の
性
質
の
関
係
に
よ
る
問
題
点
に
つ
い
て
」 
長
谷
川
航
太
「
様
相
論
理
と
義
務
論
理
の
基
本
的
な
性
質
」 
 
 
博
士
論
文 
山
﨑
紗
紀
子
「
命
題
と
証
明
の
概
念
の
哲
学
的
基
礎
│
│
多
様
な
論
理
体
系
と
そ
の
様
相
的
埋
め
込
み
を
手
が
か
り
に
│
│
」 
 
 
教
員
の
業
績 
大
芝 
芳
弘 
﹇
研
究
発
表
﹈
「Propertius, 3.11.57-72
の
読
み
と
解
釈
に
つ
い
て
」
（
第
一
八
回
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
カ
研
究
集
会
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
、
成
城
大
学
） 
  32	
石
川 
 
求 
﹇
研
究
論
文
﹈
「
学
説
史
を
踏
み
越
え
る
た
め
に
」
『
哲
学
誌
』
（
東
京
都
立
大
学
哲
学
会
）
第
六
二
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月 
﹇
講
演
﹈
「
哲
学
徒
と
哲
学
者
の
戦
争
体
験
│
│
絵
鳩
毅
と
竹
内
芳
郎
│
│
」
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日
、
中
帰
連
平
和
記
念
館
）  
栗
原 
裕
次 
﹇
共
著
書
﹈
伊
藤
邦
武
・
山
内
志
朗
・
中
島
隆
博
・
納
富
信
留
（
責
任
編
集
）
『
世
界
哲
学
史
１ 
古
代
Ⅰ 
知
恵
か
ら
愛
知
へ
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二
〇
年
〔
第
七
章
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
」
（
一
八
九
〜
二
一
二
頁
）
担
当
〕 
木
田 
直
人 
﹇
研
究
論
文
﹈
「
自
信
の
も
ち
か
た
」
『
ひ
と
お
も
い
』
（
東
信
堂
）
創
刊
号
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
一
三
六
〜
一
六
三
頁 
﹇
研
究
論
文
﹈
「
感
情
の
出
現
│
│
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
お
け
る
身
体
に
起
源
を
も
た
ぬ
情
念
に
つ
い
て
│
│
」
『M
O
R
A
LIA
』
（
東
北
大
学
倫
理
学
研
究
会
）
第
二
六
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
一
〜
二
三
頁 
﹇
講
演
﹈
「
感
情
の
出
現
│
│
身
体
に
起
源
を
も
た
ぬ
情
念
に
つ
い
て
│
│
」
（
東
北
大
学
倫
理
学
研
究
室
主
催
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
〇
日
、
東
北
大
学
） 
﹇
編
集
﹈
『
哲
学
を
創
造
す
る
年
刊
誌 
ひ
と
お
も
い
』
（
東
信
堂
）
創
刊
号
、 
二
〇
一
九
年
八
月
〔
編
集
お
よ
び
「
創
刊
の
辞
」
担
当
〕 
井
原
健
一
郎 
﹇
研
究
論
文
﹈
「
デ
カ
ル
ト
の
循
環
（
一
一
）
」
『
人
文
学
報
』
（
首
都
大
学
東
京
人
文
社
会
学
部
）
第
五
一
六
-八
号
〔
今
号
〕
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
一
〜
三
〇
頁 
